
阿
南
市
人
権
施
策
基
本
方
針
進
捗

状
況
及
び
阿
南
市
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
に
基
づ
く
施
策
の
推
進

状
況（
29
年
度
版
）を
公
表
し
ま
す

　

人
権
・
男
女
参
画
課
、
各
住
民

セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
、
各
公
民
館
、

各
隣
保
館
、
各
教
育
集
会
所
で
そ

れ
ぞ
れ
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
期
間　
10
月
16
日
㈪
～
平
成

30
年
３
月
30
日
㈮　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
、
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
、

年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
平
成
30

年
１
月
３
日
）
を
除
く
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

市
民
会
館
使
用
申
請
受
付
の

休
止
の
お
知
ら
せ

　

平
成
29
年
10
月
か
ら
、
市
民
会

館
の
耐
震
診
断
業
務
に
着
手
し
ま
す
。

　

市
民
会
館
の
使
用
申
請
は
１
年

前
か
ら
受
付
を
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
30
年
10
月
１
日
以
降
の
使
用

申
請
の
受
付
は
、
休
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

休
止
の
期
間
は
、
耐
震
診
断
の

結
果
に
よ
り
ま
す
の
で
、
現
在
の

と
こ
ろ
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

耐
震
診
断
業
務
期
間
中
に
お
い

て
も
、
市
民
会
館
の
使
用
は
で
き

ま
す
が
、
耐
震
診
断
の
結
果
に

よ
っ
て
は
、
使
用
さ
れ
る
方
の
安

全
を
考
慮
し
、
休
館
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

使
用
さ
れ
る
方
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
振
興
課

（
☎
22

－

１
７
９
８
）
ま
た
は
市

民
会
館
（
☎
22

－
７
０
０
０
）
へ

不
動
産
の
無
料
相
談
会

　

適
正
な
地
価
形
成
や
地
価
情
報

の
普
及
等
の
た
め
「
不
動
産
鑑
定

士
に
よ
る
不
動
産
の
価
格
に
関
す

る
無
料
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
２
日
㈪　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

場
所　
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２

階　

展
示
ホ
ー
ル
小

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
（
☎
０
８
８

－

６
２

３

－

７
２
４
４
）
ま
た
は
企
画
政

策
課
（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

関
西
か
ら
の
温
か
い
便
り 

～

　

９
月
初
旬
、
関
西
か
ら
う
れ
し
い
贈
り
物
が
届
き

ま
し
た
。
９
日
に
、
中
林
町
出
身
で
プ
ロ
野
球
オ

リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
２
年
目
の
杉
本
裕
太
郎

選
手
が
、
プ
ロ
初
安
打
で
先
頭
打
者
本
塁
打
を
放
ち

ま
し
た
。
プ
ロ
初
安
打
を
初
回
先
頭
打
者
ア
ー
チ
で

飾
っ
た
の
は
、
パ
・
リ
ー
グ
で
４
人
目
の
快
挙
だ
そ

う
で
す
。

　

そ
し
て
、
10
日
に
は
、
阿
南
市
市
民
会
館
で
、
天

羽
会
桐
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

家
元
天
羽
祥
瑞
先
生
は
、
山
口
町
の
ご
出
身
で
、
大

阪
府
豊
中
市
で
昭
和
62
（
１
９
８
７
）
年
に
古
典
舞

踊
の
天
羽
流
、
新
舞
踊
の
桐
流
を
創
流
。
後
援
会
会

長
は
中
川
和
雄
元
大
阪
府
知
事
が
務
め
、
関
西
、
徳

島
と
多
く
の
お
弟
子
さ
ん
を
抱
え
、
ご
活
躍
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
年
１
回
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
「
関

西
・
阿
南
ふ
る
さ
と
会
」（
会
長
：
大
日
本
塗
料
株

式
会
社
社
長　

岩
淺
壽
二
郎
氏
（
宝
田
町
出
身
））

で
は
、
阿
南
市
ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て
、
毎
回
華
麗

な
舞
を
披
露
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
に
は
、
筑
前
琵
琶
奏

者
で
、
昨
年
唯
一
の
人
間
国
宝
と
し
て
認
定
さ
れ
た

奥
村
旭
翠
先
生
も
特
別
参
加
を
い
た
だ
き
、
荘
厳
な

音
色
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

青
芝
フ
ッ
ク
さ
ん
の
軽
妙
な
司
会
に
よ
り
、
時
が

経
つ
の
も
忘
れ
る
よ
う
な
充
実
し
た
舞
台
が
続
き
、

家
元
の
「
王
将
一
代
小
春
し
ぐ
れ
」
の
舞
で
最
高
潮

に
達
し
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
小
松
島
市
在
住
の
東

根
泰
章
さ
ん
作
詞
の
ふ
る
さ
と
ソ
ン
グ
「
阿
南
え
え

で
よ
」
を
加
茂
谷
出
身
で
元
プ
ロ
歌
手
の
豊
田　

清

さ
ん
に
よ
る
熱
唱
の
も
と
、
桐
流
有
志
全
員
の
舞
が

披
露
さ
れ
、
千
秋
楽
と
な
り
ま
し
た
。
驚
い
た
こ
と

に
、
観
客
の
方
々
が
「
よ
か
っ
た
！
よ
か
っ
た
！
」

と
み
ん
な
笑
顔
で
家
路
に
つ
か
れ
る
と
き
に
、
多
く

の
方
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
箱
に
浄
財
を
提
供
し
て

帰
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
入
場
す
る
と
き
よ
り
帰
り
に

お
金
を
入
れ
て
く
れ
る
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、

来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
い
う
心
の
表
れ
だ
そ
う
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
貴
重
な
浄
財
は
天
羽
先
生
自
ら

阿
南
市
役
所
へ
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
私
の
故
郷
は
、
阿
南
市
、
豊
中
市
、
舞
踊
」
と

公
言
さ
れ
る
天
羽
祥
瑞
先
生
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
く
り
も
の

吉
井
小
学
校
へ

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
５
台

吉
井
町　

海
山
家
隆
様
か
ら
学

校
教
育
充
実
の
た
め

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

天羽祥瑞先生（左）と奥村旭翠先生（右）
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